
「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）」の 

レビュー報告書作成の今後の進め方について（案） 
 

 
 
現在までにご提出いただいたレビュー報告書及び参考資料について、今後、記

のような方針で作業を進める。 
 
１．次回（第 44 回）の地震火山観測研究計画部会は令和 4年 1月中旬に開催 

し、報告書の最終稿案について取りまとめる。 
 
２．１.までにレビュー取りまとめ委員、地震・火山噴火予知研究協議会及び

（必要に応じて）事務局で、項目毎に個別打ち合わせを行い、取りまとめ
を行う。 

 
３．２.で取りまとめた内容を、直ちに事務局に提出頂き、事務局から地震火

山観測研究計画部会の委員に還元（メール）し、意見出しを行う。 
 
４．３.で出た意見を踏まえ、地震・火山噴火予知研究協議会で２.の個別打合

せを行い、取りまとめを行う。取りまとめた内容については、再度３.を
行い、さらに意見出しを行う。これを繰り返し、第 44 回部会までに最終
稿案を作成する。 

 
５．第 44 回部会では、レビュー報告書最終稿案について検討を行う。 

会議の中で出た意見は、Ⅲ・Ⅳ章についてはレビュー取りまとめ委員及び
地震・火山噴火予知研究協議会が、Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ章についてはレビュー取り
まとめ委員が最終取りまとめを行う。 

 
６．令和 4年 1～2月頃に開催する第 45 回測地学分科会・第 45 回地震火山観

測研究計画部会合同会議にレビュー報告書最終稿の報告を行う。 
 
 
※用語集や、論文リスト・アウトリーチ活動などの参考資料についても上記と
同様な流れで進める。 

 
※今後、最終稿案完成まではメール審議が基本となるため、上記スケジュール
で問題ないことをご確認いただきたい。 
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